
脱・温暖化へ

文明・社会の
ビジョンを構想する

	 鼎談
 特集――❶ 基軸を
	 探る

深刻化する地球温暖化問題。
地球46億年の歴史の先で、
人間活動と地球の気候・生態系が摩擦を起こしている。
我 は々どのような地球、どのような社会を目指すのか――

日本の固有性に立脚した
文明・社会のビジョンを構想するとともに、
国際政治経済の現実を踏まえた、
脱・温暖化への現実的な手だてを探りたい。
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脱
・
温
暖
化
を
め
ぐ
る
現
状
認
識
と
着
眼
点
は
何
か

植
田　

温
暖
化
と
い
う
の
は
い
ろ
い
ろ
な
問
題

を
提
起
し
て
い
ま
す
。
極
め
て
グ
ロ
ー
バ
ル
な

問
題
で
あ
る
と
同
時
に
、
日
本
が
こ
の
問
題
を

ど
う
認
識
し
、
ど
う
い
う
立
場
で
取
り
組
む
の

か
。
直
接
的
に
は
、
こ
の
夏
の
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ

ト
で
日
本
が
ど
の
よ
う
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信

す
る
か
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。
同
時
に
、
温
暖

化
は
超
長
期
に
わ
た
る
問
題
と
い
う
側
面
を
持

っ
て
お
り
、
文
明
や
社
会
ビ
ジ
ョ
ン
と
関
わ
り

が
深
く
、
そ
の
点
で
、
ど
う
い
う
将
来
を
描
き
、

社
会
を
つ
く
っ
て
い
く
か
︱
︱
今
、
環
境
問
題
な
ど
で
よ
く
言
わ

れ
て
い
る
の
が
「
バ
ッ
ク
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
」。
先
に
将
来
ビ
ジ

ョ
ン
を
描
き
、
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
に
今
、
何
を
す
べ
き
か
を

検
討
す
る
考
え
方
。
そ
の
視
点
を
踏
ま
え
た
ビ
ジ
ョ
ン
や
課
題
を
、

本
日
は
考
え
た
い
。
ま
た
、
関
西
か
ら
ど
う
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

発
信
す
べ
き
か
に
つ
い
て
も
触
れ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
初
に
、
お
二
人
に
そ
れ
ぞ
れ
、
温
暖
化
と
は
ど
う
い
う
問
題

で
あ
る
か
、
現
状
認
識
な
り
着
眼
点
に
つ
い
て
お
聞
き
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
ま
ず
、
寺
島
さ
ん
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

寺
島　

温
暖
化
問
題
は
グ
ロ
ー
バ
ル
と
言
わ
れ
た
の
で
、「
グ
ロ

ー
バ
ル
」
と
い
う
視
点
に
つ
い
て
、
初
め
に
頭
の
整
理
を
し
て

み
る
と
、
我
々
の
世
代
に
と
っ
て
印
象
深
い
の
は
、
一
九
六
九

年
。
人
類
が
月
に
立
ち
、
月
の
彼
方
か
ら
昇
る
地
球
の
映
像
を
見

て
、
地
球
は
一
つ
の
星
だ
と
実
感
し
た
。
そ
し
て
七
二
年
に
ロ
ー

マ
・
ク
ラ
ブ
が
『
成
長
の
限
界
』
と
い
う
本
を
出
し
、
社
会
人
一

年
目
だ
っ
た
私
は
衝
撃
を
受
け
た
覚
え
が
あ
り
ま
す
。
地
球
を
一

つ
の
存
在
と
し
て
と
ら
え
、
地
球
環
境
問
題
、
当
時
は
公
害
や
汚

染
、
人
口
爆
発
、
資
源
の
有
限
性
と
い
う
視
点
が
提
起
さ
れ
、
非

常
に
驚
い
た
。

　

そ
こ
か
ら
日
本
は
七
三
年
、
七
九
年
と
石
油
危
機
を
乗
り
越
え

て
八
〇
年
代
末
の
バ
ブ
ル
に
差
し
か
か
り
、
世
界
で
は
九
〇
年
前

後
に
冷
戦
が
終
結
。
九
一
年
に
ソ
連
が
崩
壊
し
、
市
場
の
一
体
化

と
い
う
意
味
で
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
い
う
言
葉
が
使
わ
れ
始
め
た
。

　

国
境
を
超
え
て
、
人
、
物
、
金
、
技
術
、
情
報
が
自
由
に
移
動

す
る
時
代
︱
︱
か
つ
て
の
東
側
地
域
も
市
場
主
義
の
枠
組
み
の
中

を
生
き
る
時
代
が
来
た
と
し
て
、
あ
る
種
、
楽
観
的
な
文
脈
で
、

グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
と
い
う
言
葉
を
使
っ
た
時
代
が
あ
る
。

　

と
こ
ろ
が
二
十
一
世
紀
に
入
っ
て
七
年
、
こ
の
間
、
世
界
の
実

質
経
済
成
長
率
は
三
・
二
％
と
、
地
球
全
体
が
過
去
に
例
の
な
い

成
長
軌
道
を
走
っ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
当
然
な
が
ら
成
長
の
対

価
と
い
う
問
題
に
、
改
め
て
気
づ
か
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。

　

そ
れ
は
、
既
に
言
い
古
さ
れ
た
か
に
見
え
る
「
三
つ
の
Ｅ
」
論
。

す
な
わ
ち
、
エ
コ
ノ
ミ
ー
と
エ
ナ
ジ
ー
と
エ
ン
バ
イ
ロ
ン
メ
ン
ト

は
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
て
い
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
。
大

概
の
人
が
建
前
論
だ
と
思
っ
て
い
た
話
が
、
俄
然
、
そ
う
で
は
な

い
と
。
つ
ま
り
世
界
経
済
三
・
二
％
成
長
と
い
う
な
か
で
、
環
境

と
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
極
端
な
歪
み
が
出
て
い
る
。
そ
れ
が
今
、
ま
さ

に
我
々
が
直
面
し
て
い
る
、
百
ド
ル
原
油
や
、
京
都
議
定
書
、
ポ

ス
ト
京
都
と
い
う
議
論
の
背
景
に
あ
る
構
図
だ
と
思
い
ま
す
。

ロ
ー
マ
・
ク
ラ
ブ

資
源
・
環
境
・
食
糧
・
人
口

問
題
な
ど
に
対
す
る
国
際
的

な
研
究
・
提
言
を
行
う
グ
ル

ー
プ
。
世
界
の
科
学
者
、
経

済
学
者
、
財
界
人
ら
を
メ
ン

バ
ー
と
し
、
一
九
六
八
年
に

結
成
さ
れ
た
。

三
つ
の
Ｅ

E
con

om
y

、E
n
erg
y

、

E
nvironm

ent

、
三
つ
の

「
Ｅ
」
の
同
時
達
成
。
経
済

発
展
は
、（
化
石
燃
料
主
体

の
）
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
を
伴

う
こ
と
か
ら
、
地
球
環
境
問

題
を
引
き
起
こ
す
、
い
わ
ゆ

る
「
３
Ｅ
の
ト
リ
レ
ン
マ
」

と
し
て
、
解
決
が
目
指
さ
れ

て
い
る
。

植
田　

確
か
に
近
年
、
中
国
・
イ
ン
ド
の
成
長

な
ど
が
環
境
へ
の
負
荷
を
急
増
さ
せ
て
い
て
、

も
は
や
「
三
つ
の
Ｅ
」
論
を
建
前
な
ど
と
言
え

な
い
状
況
で
す
が
、
川
勝
さ
ん
は
ど
う
見
て
い

ま
す
か
。

川
勝　

寺
島
さ
ん
が
、
一
九
六
〇
年
代
か
ら
の

過
程
を
簡
潔
に
整
理
さ
れ
た
が
、
六
九
年
に

米
国
の
ア
ー
ム
ス
ト
ロ
ン
グ
が
月
面
か
ら
地
球

の
映
像
を
送
っ
て
き
た
時
、
我
々
は
、
地
球
は

一
つ
と
い
う
認
識
を
共
有
し
て
い
た
か
ど
う
か
。

当
時
は
冷
戦
で
、
東
西
両
陣
営
が
計
画
経
済
と

市
場
経
済
で
激
し
い
経
済
競
争
を
し
て
お
り
、七
二
年
の
ロ
ー
マ
・

ク
ラ
ブ
の
報
告
も
、
成
長
に
限
界
を
も
た
ら
す
資
源
制
約
論
で
は

あ
っ
て
も
、
ま
だ
地
球
は
一
つ
と
い
う
認
識
は
希
薄
だ
っ
た
と
思

い
ま
す
。

　

日
本
も
、
い
わ
ば
公
害
先
進
国
な
が
ら
、
ま
だ
ア
メ
リ
カ
的
な

豊
か
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
憧
れ
、
そ
れ
を
自
分
た
ち
の
も
の
に

す
る
こ
と
に
懸
命
で
、
八
五
年
の
プ
ラ
ザ
合
意
あ
た
り
で
、
ア
メ

リ
カ
へ
の
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
と
い
う
戦
後
の
目
標
の
分
水
嶺
を
越

え
ま
し
た
が
、
以
後
は
バ
ブ
ル
に
浮
か
れ
、
地
球
環
境
問
題
を
深

刻
に
考
え
て
い
た
と
は
と
う
て
い
思
え
ま
せ
ん
。

　

潮
目
が
変
わ
っ
た
の
は
九
〇
年
代
。
冷
戦
が
終
結
し
、
グ
ロ
ー

バ
リ
ズ
ム
と
い
う
言
葉
が
世
界
単
一
市
場
の
イ
メ
ー
ジ
で
広
ま
る

と
同
時
に
、
九
二
年
の
い
わ
ゆ
る
「
地
球
サ
ミ
ッ
ト
」
が
大
き
い

︱
︱
こ
れ
で
環
境
問
題
が
一
気
に
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
た
。
そ

の
場
で
生
物
多
様
性
条
約
が
結
ば
れ
、
生
物
の
多
様
性
が
地
球
の

Economy
【経済】

Energy
【エネルギー】

Environment
【環境】

3Eのトリレンマ

経済成長の対価として
「三つのＥ」のバランスに
極端な歪みが現れた

軍事力、経済力から文化力へ
多様性を重視し
「美」に価値を見いだす
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本
来
の
環
境
で
あ
る
と
い
う
認
識
を
共
有
し
た
。
地
球
環
境
に
関

わ
る
キ
ー
コ
ン
セ
プ
ト
は
「
多
様
性
」
で
す
。
生
物
だ
け
で
な
く
、

文
化
も
多
様
性
が
大
切
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
き
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ

ム
に
対
し
ロ
ー
カ
ル
な
文
化
を
大
切
に
し
よ
う
と
い
う
機
運
も
生

ま
れ
た
。

　

そ
れ
に
応
じ
て
、
国
力
を
め
ぐ
る
価
値
観
が
急
速
に
変
わ
っ

た
。
国
力
の
軸
足
は
、
戦
前
は
軍
事
力
、
戦
後
は
経
済
力
に
置
か

れ
た
が
、
生
物
や
地
域
の
環
境
の
多
様
性
に
関
わ
る
の
は
文
化
力

だ
。
文
化
力
で
国
力
を
上
げ
よ
う
と
い
う
方
向
へ
軸
足
が
移
っ
た
。

軍
事
力
は
戦
艦
の
数
、
経
済
力
は
Ｇ
Ｄ
Ｐ
や
Ｇ
Ｎ
Ｐ
で
測
っ
た
が
、

文
化
力
は
人
の
心
に
訴
え
る
魅
力
で
あ
り
、
端
的
に
は
国
の
「
た

た
ず
ま
い
」
の
美
し
さ
だ
。
地
球
環
境
に
関
わ
る
価
値
は
真
・
善
・

美
の
う
ち
「
美
」
で
す
。

植
田　

多
様
性
の
観
点
か
ら
地
球
を
考
え
れ
ば
、

経
済
一
辺
倒
で
は
な
い
価
値
を
見
い
だ
せ
る
と

い
う
わ
け
で
す
ね
。

　

も
う
一
つ
、
経
済
学
の
観
点
で
言
え
ば
、
経

済
予
測
は
、
ど
ん
な
に
長
く
て
も
三
十
年
を
超

え
る
と
リ
ア
リ
テ
ィ
が
な
い
。
し
か
し
Ｉ
Ｐ
Ｃ

Ｃ
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
結
果
の
ま
と
め
方
な

ど
を
見
る
と
、
す
ぐ
二
一
〇
〇
年
と
か
い
う
次

元
の
話
が
出
て
き
て
い
て
、
環
境
問
題
は
時
間

軸
を
非
常
に
長
く
と
ら
な
い
と
い
け
な
い
。
そ

の
点
で
従
来
の
問
題
と
少
し
違
う
面
が
あ
る
よ

う
に
思
い
ま
す
。

寺
島　

時
間
軸
と
い
う
の
は
重
要
で
す
ね
。
環
境
問
題
と
エ
ネ
ル

ギ
ー
問
題
は
表
裏
一
体
で
あ
り
、
一
昨
年
、「
新
・
国
家
エ
ネ
ル

ギ
ー
戦
略
」
の
策
定
に
参
画
し
て
思
っ
た
の
は
、
や
は
り
長
期
の

視
野
を
持
た
な
い
と
、
環
境
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
も
議
論
で
き
な
い
と

い
う
こ
と
。
一
方
、
い
よ
い
よ
四
月
か
ら
動
き
始
め
た
京
都
議
定

書
で
、
日
本
は
二
〇
一
二
年
ま
で
と
い
う
比
較
的
短
期
の
目
標
に

コ
ミ
ッ
ト
し
て
い
る
わ
け
で
す
。

　

日
本
は
世
界
に
向
か
っ
て
、
胸
を
た
た
い
て
六
％
Ｃ
Ｏ
２

削
減

に
コ
ミ
ッ
ト
し
た
以
上
、
ど
こ
ま
で
誠
実
に
や
り
遂
げ
る
か
が
、

今
後
の
日
本
の
発
言
力
に
関
わ
っ
て
き
ま
す
。
こ
こ
で
認
識
し
て

お
く
べ
き
は
、
一
九
九
〇
年
に
比
べ
、
日
本
は
既
に
二
〇
〇
六
年

時
点
で
六
・
四
％
（
速
報
値
）
増
加
し
て
い
る
こ
と
。
し
か
も
、

実
は
柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
が
地
震
で
止
ま
り
、
化
石
燃
料
で

代
替
し
て
い
る
こ
と
で
、
実
質
は
さ
ら
に
プ
ラ
ス
二
％
と
言
わ
れ

て
い
る
。
従
っ
て
、
約
束
を
果
た
す
な
ら
二
〇
一
二
年
ま
で
に

一
五
％
も
の
削
減
が
必
要
に
な
っ
て
い
る
。

　

先
日
、
柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
を
丸
一
日
か
け
て
見
て
き
て
、

深
く
考
え
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
し
た
。

　

原
子
力
は
建
設
ま
で
の
リ
ー
ド
タ
イ
ム
が
長
い
。
そ
の
た
め
今

後
ど
う
し
て
い
く
べ
き
か
を
、
早
く
決
断
し
な
く
て
は
い
け
な
い
。

　

環
境
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
戦
略
意
思
の
問
題
で
、
覚
悟
を
持
っ
て

議
論
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
が
、
そ
の
際
、
原
子
力
は
Ｃ
Ｏ
２

を

出
さ
ず
環
境
に
優
し
い
と
か
、
効
率
的
に
稼
働
す
れ
ば
コ
ス
ト
が

安
い
︱
︱
こ
の
二
点
を
挙
げ
て
原
子
力
を
推
す
人
が
多
い
。
し
か

し
、
む
し
ろ
私
が
重
視
し
た
い
の
は
、
日
本
が
環
境
や
エ
ネ
ル
ギ

ー
問
題
に
関
し
、
世
界
に
大
き
く
貢
献
で
き
る
の
が
「
原
子
力
技

Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ

気
候
変
動
に
関
す
る
政
府
間

パ
ネ
ル
。
地
球
温
暖
化
に
関

し
各
国
政
府
を
代
表
す
る
世

界
の
研
究
者
が
集
ま
り
、
科

学
的
な
調
査
・
研
究
の
評
価

を
行
う
組
織
。
地
球
温
暖
化

の
科
学
的
知
見
・
影
響
・
対

策
な
ど
の
評
価
を
行
い
、
報

告
書
を
公
表
。
二
〇
〇
七
年

十
一
月
に
第
四
次
評
価
報
告

書
統
合
報
告
書
を
公
表
し
た
。

http://w
w
w
.env.go.jp/

earth/ipcc/4th_rep.htm
l

新
・
国
家
エ
ネ
ル
ギ
ー
戦
略

原
油
価
格
の
高
騰
な
ど
世
界

の
厳
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
情
勢

を
踏
ま
え
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
安

全
保
障
を
核
と
し
た
日
本
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
戦
略
。
経
済
産

業
省
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
よ

り
二
〇
〇
六
年
五
月
公
表
。

日
本
の
新
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー

政
策
の
指
針
と
し
て
、
石
油

依
存
度
の
引
き
下
げ
、
新
エ

ネ
ル
ギ
ー
な
ど
の
活
用
、
そ

し
て
電
力
需
要
に
占
め
る
原

子
力
の
割
合
を
現
在
の
約

三
〇
％
か
ら
「
三
〇
〜
四
〇

％
以
上
」
の
水
準
に
高
め
る

「
原
子
力
立
国
計
画
」
も
盛

り
込
ま
れ
て
い
る
。

http://w
w
w
.m
eti.go.jp/

press/20060531004/2006
0531004.htm
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術
」
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
を
見
た
時
、
こ
の
こ
と
を
改
め
て
認

識
し
ま
し
た
。
見
学
の
際
、
一
番
興
味
が
あ
っ
た
の
は
、
な
ぜ
決

定
的
な
事
故
が
避
け
ら
れ
た
の
か
と
い
う
点
。
そ
の
点
に
つ
い
て

微
に
入
り
細
に
わ
た
り
聞
い
た
結
果
、
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
の
報
告
書
も
指

摘
し
驚
い
て
い
る
が
、
直
下
型
で
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
六
・
五
の
地

震
に
際
し
瞬
時
に
原
子
炉
を
止
め
る
シ
ス
テ
ム
が
作
動
し
た
。
こ

れ
は
驚
く
べ
き
技
術
レ
ベ
ル
で
あ
り
、
し
か
も
ア
メ
リ
カ
か
ら
の

導
入
技
術
で
な
く
、
日
本
の
技
術
者
が
支
え
た
技
術
な
ん
で
す
。

　

私
は
イ
ラ
ン
の
石
油
化
学
問
題
等
に
携
わ
っ
て
き
て
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
世
界
が
、
い
か
に
国
家
間
で
熾
烈
な
綱
引
き
を
し
て
い
る

世
界
か
と
い
う
こ
と
を
思
い
知
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
う
い
う
現
実

の
な
か
で
、
近
隣
諸
国
や
世
界
の
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
、

日
本
が
発
言
力
、
説
得
力
を
持
っ
て
い
く
に
は
、
今
後
も
原
子
力

の
平
和
利
用
を
支
え
る
し
っ
か
り
し
た
技
術
基
盤
を
築
い
て
い
く

こ
と
が
不
可
欠
で
す
。

　

温
暖
化
防
止
へ
、
日
本
は
絶
妙
な
バ
ラ
ン
ス
感
覚
で
一
次
エ
ネ

ル
ギ
ー
源
の
多
様
化
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
国
家
と
し
て
、

二
〇
三
〇
年
に
電
力
の
三
割
以
上
、
一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
一
五
％

以
上
を
原
子
力
で
や
る
と
決
断
し
た
の
は
、「
新
・
国
家
エ
ネ
ル

ギ
ー
戦
略
」
の
ポ
イ
ン
ト
の
一
つ
。
そ
れ
を
基
軸
に
、
原
子
力
に

つ
い
て
、
逃
げ
ず
に
正
面
か
ら
方
向
づ
け
て
い
く
見
識
と
リ
ー
ダ

ー
シ
ッ
プ
が
問
わ
れ
て
い
る
。
環
境
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
接
点
で
、

ご
ま
か
し
て
は
い
け
な
い
テ
ー
マ
が
そ
こ
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。

川
勝　

同
感
で
す
。
宇
宙
開
発
も
原
子
力
開
発
も
、
日
本
は
平
和

原子力平和利用技術の蓄積が
環境問題での
日本の発言力を増す
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利
用
と
い
う
筋
を
通
し
て
い
ま
す
。
技
術
の
平

和
利
用
の
モ
デ
ル
で
、
そ
れ
を
世
界
に
提
供
で

き
る
。
残
念
な
が
ら
、
平
和
利
用
は
必
ず
し
も

世
界
の
常
識
で
は
な
い
。
そ
れ
だ
け
に
、
い
く

ら
強
調
し
て
も
、
し
過
ぎ
る
こ
と
は
な
い
。
先

ほ
ど
か
ら
出
て
い
る
「
三
つ
の
Ｅ
」
も
「
平
和
」

と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
で
つ
な
が
る
。
も
う
一
つ

貫
い
て
い
る
の
が
、「
ラ
イ
フ
（
生
命
）」
で
す
。

日
本
に
は
独
自
の
自
然
観
が
あ
り
、
そ
れ
が
高

度
な
科
学
技
術
の
基
礎
に
あ
る
。
平
和
と
生
命

の
重
視
で
す
。
環
境
を
破
壊
し
な
い
、
生
活
を

破
壊
し
な
い
、
生
命
を
破
壊
し
な
い
、
昔
風
に
言
え
ば
「
草
木
国

土
悉
皆
成
仏
」
の
自
然
観
・
生
命
観
で
す
が
、
生
物
の
多
様
性
を

重
ん
じ
平
和
を
確
保
す
る
。
こ
れ
も
併
せ
て
発
信
し
た
い
。

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
だ
け
で
な
く
、
日
本
は
食
料
も
輸
入
し
て
い
て
、

食
料
の
自
給
率
は
カ
ロ
リ
ー
ベ
ー
ス
で
三
九
％
。
そ
う
し
た
な
か
、

中
国
食
品
の
問
題
が
起
き
、
食
の
安
全
へ
の
認
識
が
高
ま
り
、
自

給
率
向
上
が
叫
ば
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
自
給
率
は
地
域
に
よ

っ
て
異
な
り
、
北
海
道
は
約
二
〇
〇
％
、
東
北
は
一
〇
〇
％
前
後
。

と
こ
ろ
が
、
東
京
一
％
、
大
阪
二
％
、
神
奈
川
三
％
、
つ
ま
り
大

都
会
は
全
面
輸
入
で
す
。
賞
味
期
限
や
消
費
期
限
切
れ
の
食
品
の

廃
棄
量
も
半
端
で
な
く
、
お
よ
そ
年
間
二
千
万
ト
ン
に
も
達
し
て

い
る
。
こ
れ
は
世
界
の
食
料
援
助
量
の
約
三
倍
で
あ
り
、
も
っ
た

い
な
い
こ
と
甚
だ
し
い
。

　

そ
こ
か
ら
言
え
る
の
は
、
東
京
的
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
は
必
ず
し

も
未
来
の
モ
デ
ル
に
な
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
か
。
土

や
水
、
緑
に
親
し
む
方
法
が
要
り
ま
す
。
政
府
も
、
子
供
た
ち
を

農
山
漁
村
に
滞
在
さ
せ
、
都
会
と
は
違
う
暮
ら
し
方
を
学
ば
せ
る

施
策
を
打
ち
出
し
た
。
つ
ま
り
新
し
い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
模
索

が
始
ま
っ
て
い
る
。

　

水
に
つ
い
て
も
、
稀
少
資
源
だ
と
い
う
認
識
が
広
が
っ
て
お
り
、

水
環
境
を
重
視
せ
ざ
る
を
得
な
い
な
か
で
、
生
命
に
対
す
る
関
心

が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

自
然
観
が
問
わ
れ
て
い
る
。
自
然
を
技
術
で
制
御
で
き
る
の
か
。

日
本
人
は
、
台
風
や
地
震
を
日
常
で
経
験
し
て
い
る
の
で
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
よ
う
に
技
術
で
自
然
を
制
御
し
き
れ
る
と
は
思
っ
て
い

な
い
。
自
然
に
対
す
る
態
度
は
、
根
本
の
と
こ
ろ
で
謙
虚
で
す
。

こ
の
態
度
を
徹
底
す
る
こ
と
で
、
安
全
技
術
へ
の
投
資
・
人
材
養

成
と
、
安
全
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
う
方
向
に
舵
は
切
ら
れ
て
い
く

と
見
て
い
ま
す
。

脱
・
温
暖
化
の
文
明
・
社
会
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
ど
う
描
く
か

植
田　

で
は
こ
れ
か
ら
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
ど
う

描
く
か
。
二
〇
〇
七
年
の
ハ
イ
リ
ゲ
ン
ダ
ム

サ
ミ
ッ
ト
の
直
前
に
安
倍
前
首
相
が
「
美
し

い
星　

ク
ー
ル
ア
ー
ス
50
」
の
提
案
を
行
っ
た
。

二
〇
五
〇
年
ま
で
に
世
界
全
体
で
温
室
効
果
ガ

ス
の
排
出
量
を
半
減
す
る
と
い
う
提
案
で
、
多

く
の
人
は
歓
迎
し
た
が
、
本
当
の
意
味
を
理
解

し
た
人
は
少
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う

ん
で
す
。

Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ

国
際
原
子
力
機
関
。
原
子
力

の
平
和
利
用
を
促
進
す
る
と

と
も
に
、
原
子
力
の
軍
事
利

用
へ
の
転
用
防
止
を
目
的
と

し
た
機
関
。
軍
事
転
用
を
防

ぐ
保
障
措
置
（
核
査
察
）
な

ど
を
実
施
。

草
木
国
土
悉
皆
成
仏

そ
う
も
く
こ
く
ど
し
っ
か
い

じ
ょ
う
ぶ
つ
。
仏
教
の
言
葉

で
、
草
も
木
も
悉
（
こ
と
ご

と
）
く
皆
、
仏
に
す
で
に
成

っ
て
い
る
、
つ
ま
り
尊
い
生

命
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
意

味
。

子
ど
も
農
山
漁
村
交
流
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト

二
〇
〇
七
年
八
月
、
総
務
省
、

文
部
科
学
省
、
農
林
水
産
省

の
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し

て
発
表
さ
れ
た
構
想
。
学
ぶ

意
欲
や
自
立
心
、
思
い
や
り

の
心
、
規
範
意
識
な
ど
を
は

ぐ
く
み
、
力
強
い
子
ど
も
の

成
長
を
支
え
る
教
育
活
動
と

し
て
、
小
学
校
に
お
け
る

農
山
漁
村
で
の
長
期
宿
泊

体
験
活
動
を
推
進
。
全
国

二
万
三
千
校
の
小
学
校
（
一

学
年
百
二
十
万
人
を
目
標
）

で
の
体
験
活
動
展
開
を
目
指

し
て
い
る
。

東京的ライフスタイルの
対極にある日本人の自然観が
見直される

美しい星の実現へ
先進国のＣＯ２排出量を
「ゼロ」にする？

09季刊［やく］2008｜創刊号10



　

つ
ま
り
、
世
界
を
先
進
国
と
途
上
国
に
分
け
る
と
、
現
時
点
で

の
排
出
量
は
ち
ょ
う
ど
半
分
ず
つ
。
二
〇
五
〇
年
ま
で
を
考
え
た

と
き
、
途
上
国
は
や
は
り
発
展
し
て
い
く
。
私
は
以
前
、
簡
単

な
計
算
を
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
今
、
日
本
で
自
動
車
が

七
千
九
百
万
台
走
っ
て
い
て
、
同
じ
人
口
比
率
で
中
国
で
走
っ
た

場
合
、
つ
ま
り
中
国
が
日
本
並
み
の
車
社
会
に
な
れ
ば
、
そ
の
数

は
八
億
台
。
こ
れ
は
今
、
世
界
で
走
っ
て
い
る
車
の
総
数
と
同
じ

で
、
一
つ
の
有
限
な
地
球
に
も
う
一
つ
の
車
社
会
が
で
き
る
こ
と

に
な
る
。
次
に
イ
ン
ド
も
と
な
る
と
、
地
球
上
の
車
は
今
の
三
倍

に
な
り
、
経
済
発
展
と
と
も
に
途
上
国
の
排
出
量
は
増
え
る
と
考

え
る
の
が
妥
当
で
し
ょ
う
。

　

そ
れ
を
、
大
変
な
努
力
を
し
て
、
二
〇
五
〇
年
ま
で
途
上
国
の

Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
を
現
状
の
ま
ま
維
持
し
て
も
、
二
〇
五
〇
年
に
世

界
の
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
を
半
減
す
る
に
は
、
先
進
国
は
何
と
「
ゼ
ロ
」

に
し
な
い
と
い
け
な
い
。
そ
れ
は
可
能
な
の
か
。

　

た
だ
、
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
の
自
然
科
学
者
た
ち
の
提
言
も
、
も
っ
と
早

期
に
削
減
を
進
め
る
と
い
う
趣
旨
な
の
で
、
や
は
り
そ
れ
に
近
い

目
標
は
立
て
な
い
と
い
け
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
イ
ギ
リ
ス
や
ド
イ

ツ
は
、
六
〇
％
、
八
〇
％
削
減
と
い
う
提
案
を
出
し
て
き
て
い
る
。

　

そ
う
す
る
と
、
そ
の
目
標
に
向
か
っ
て
何
を
す
る
か
。
中
期
的

な
目
標
を
ど
う
設
定
し
、
何
を
し
て
い
く
か
に
つ
い
て
、
明
確
な

ビ
ジ
ョ
ン
が
必
要
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

寺
島　
「
美
し
い
星
50
」
な
ん
て
言
っ
た
手
前
、
総
量
規
制
論
に

一
切
乗
ら
な
い
わ
け
に
も
い
か
な
い
し
、
そ
れ
以
前
に
、
京
都

議
定
書
自
体
の
ク
リ
ア
も
至
難
の
数
字
。
さ
ら
に
、
こ
こ
へ
来

て
欧
州
は
、
先
進
国
は
ミ
ニ
マ
ム
二
〇
％
を

二
〇
二
〇
年
ま
で
に
、
と
い
う
数
字
を
出
し
て

き
た
。
仮
に
日
本
が
こ
の
二
〇
％
削
減
を
了
解

し
た
場
合
、
現
実
に
既
に
一
九
九
〇
年
比
六
・
四

％
増
、
さ
ら
に
一
部
の
原
子
力
発
電
所
が
止
ま

っ
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
二
〇
二
〇
年
ま

で
に
三
割
程
度
の
削
減
に
コ
ミ
ッ
ト
す
る
こ
と

に
な
る
。

　

三
割
削
減
︱
︱
日
本
が
そ
れ
を
や
る
と
胸
を

た
た
け
ば
、
そ
の
瞬
間
に
、
今
、
発
表
し
て
い

る
す
べ
て
の
国
家
戦
略
を
全
部
書
き
直
さ
な
い

と
い
け
な
い
ほ
ど
の
極
端
な
パ
ラ
ダ
イ
ム
転
換
、

途
方
も
な
い
目
標
に
挑
戦
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
こ
そ
産
業
か

ら
民
生
に
至
る
ま
で
、
す
べ
て
の
人
に
非
常
事
態
宣
言
的
な
パ
ラ

ダ
イ
ム
転
換
を
迫
ら
な
け
れ
ば
、
と
て
も
持
ち
出
せ
る
数
字
で
は

な
い
。

　

そ
こ
に
、
日
本
が
総
量
規
制
論
を
残
し
な
が
ら
も
、
セ
ク
タ
ー

別
ア
プ
ロ
ー
チ
と
い
う
議
論
を
持
ち
出
し
て
い
る
理
由
が
あ
る
。

つ
ま
り
段
階
的
接
近
法
で
、
セ
ク
タ
ー
ご
と
に
リ
ア
リ
テ
ィ
の
あ

る
努
力
目
標
を
出
そ
う
と
。
但
し
、
セ
ク
タ
ー
ご
と
に
積
み
上
げ

て
目
標
に
達
し
て
も
、
総
枠
と
し
て
の
削
減
目
標
に
近
づ
く
か
と

い
う
と
、
そ
の
整
合
性
は
と
れ
て
い
な
い
。

　

確
か
に
、
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
は
一
つ
の
マ
イ
ル
ス
ト
ー
ン
で
、

そ
こ
を
超
え
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
が
、
こ
ん
な
長
期
軸
の

テ
ー
マ
に
関
し
、
ま
な
じ
り
決
し
て
そ
の
場
で
解
決
の
し
く
み
を

見
い
だ
そ
う
な
ん
て
思
い
込
む
方
が
ム
リ
。
ど
の
よ
う
な
ル
ー
ル

総
量
規
制
論

国
や
地
域
ご
と
に
Ｃ
Ｏ
２

の

総
排
出
量
目
標
を
決
め
、
配

分
す
る
規
制
方
法
。

セ
ク
タ
ー
別
ア
プ
ロ
ー
チ

業
種
や
産
業
部
門
（
セ
ク
タ

ー
）
ご
と
に
効
率
を
向
上
さ

せ
て
達
成
し
得
る
Ｃ
Ｏ
２

の

潜
在
的
削
減
可
能
量
を
算
出

し
、
そ
れ
を
積
み
上
げ
て
国

別
の
総
量
目
標
を
決
め
る
方

法
。

二
百
年
住
宅

持
続
可
能
社
会
の
実
現
に
向

け
た
具
体
策
と
し
て
、
耐
久

性
が
高
く
、
数
世
代
に
わ
た

っ
て
住
め
る
住
宅
を
つ
く
ろ

う
と
い
う
も
の
。
福
田
首
相

が
二
〇
〇
七
年
十
月
の
所
信

表
明
演
説
、
二
〇
〇
八
年
一

月
の
施
政
方
針
演
説
で
提
唱

し
、
注
目
さ
れ
て
い
る
。

や
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
が
い
い
か
を
、
粘
り
強
く
、
焦
ら
ず
し
っ
か

り
組
み
立
て
る
必
要
が
あ
る
。
天
文
学
的
数
字
へ
の
挑
戦
に
、
そ

の
場
の
勢
い
で
無
責
任
に
コ
ミ
ッ
ト
す
る
の
も
ま
ず
い
し
、
ま
た

誠
実
に
向
き
あ
う
こ
と
を
避
け
る
の
も
ま
ず
い
。
こ
の
あ
た
り
が
、

今
、
日
本
の
悩
ま
し
い
立
ち
位
置
だ
と
思
う
ん
で
す
。　

川
勝　

確
か
に
厳
し
い
。「
美
し
い
星
50
」
に

向
け
て
政
府
は
環
境
重
視
だ
が
、
福
田
首
相
が

施
政
方
針
演
説
で
提
唱
し
た
二
百
年
住
宅
は

新
鮮
な
驚
き
を
も
っ
て
迎
え
ら
れ
た
。

　

仮
に
高
層
建
築
物
が
三
分
の
一
の
高
さ
で

あ
れ
ば
、
三
分
の
一
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
済
む
。

平
屋
な
ら
エ
レ
ベ
ー
タ
は
要
ら
な
い
。
低
層
に

な
れ
ば
高
層
よ
り
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
は

少
な
く
て
済
む
。
狭
い
土
地
を
効
率
的
に
使
お

う
と
、
容
積
率
を
思
い
き
り
上
げ
る
の
は
温
暖

化
ガ
ス
削
減
と
矛
盾
す
る
。
そ
こ
か
ら
「
日
本

の
国
の
た
た
ず
ま
い
を
変
え
る
」
と
い
う
課
題

が
出
て
く
る
。

　

そ
れ
は
、
自
然
に
親
し
み
、
自
然
の
中
で
暮
ら
す
よ
う
な
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
に
な
る
だ
ろ
う
が
、
そ
の
た
め
に
も
技
術
が
必
要
で

あ
る
。
環
境
を
良
く
す
る
の
も
悪
く
す
る
の
も
技
術
だ
。
軍
事
立

国
力
の
と
き
は
軍
事
技
術
、
経
済
力
の
と
き
は
産
業
技
術
が
必

要
だ
っ
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
環
境
技
術
が
要
る
。
環
境
技
術
と
は
、

環
境
復
元
、環
境
美
化
、環
境
浄
化
な
ど
、自
然
調
和
型
の
技
術
だ
。

　

自
然
の
叡
智
に
学
ぶ
環
境
復
元
技
術
は
、
人
間
の
英
知
で
環
境

川勝　 平太　　 かわかつ　へいた
静岡文化芸術大学学長（比較経済史）
1948年京都府生まれ。学士（早稲田大
学政治経済学部）、修士（同大学院経
済学研究科）、D.Phil.（オックスフォード大
学）。早稲田大学教授、国際日本文化
研究センター教授を経て、2007年より現
職。著書「文化力」「『美の国』日本をつく
る」「『美の文明』をつくる」「日本文明と
近代西洋」「文明の海洋史観」「富国
有徳論」など。国土審議会委員ほか。
http://www.suac.ac.jp/about/
operation/message2/

洞爺湖サミットはマイルストーン
焦らずしっかり
システムを組み立てる

地域ごとに異なる生態環境に応じ
日本の国の
たたずまいを変える
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を
改
変
（
破
壊
）
す
る
技
術
の
対
極
に
あ
る
。
そ
の
技
術
は
従
来

の
技
術
体
系
と
は
違
う
も
の
で
あ
る
は
ず
だ
。
最
近
で
は
、
企
業

立
地
も
、
地
域
景
観
と
の
調
和
を
重
視
し
だ
し
た
。
コ
ー
ポ
レ
ー

ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
議
論
の
落
ち
着
き
先
は
、
企
業
は
株
主
だ
け

の
も
の
で
は
な
く
、
社
会
の
公
器
だ
と
い
う
も
の
だ
。
環
境
に
マ

ッ
チ
し
た
、
美
し
い
た
た
ず
ま
い
の
工
場
や
社
屋
を
つ
く
り
、
環

境
調
和
型
の
技
術
を
開
発
す
る
企
業
に
注
目
が
集
ま
る
よ
う
に
な

っ
て
き
た
。

　

日
本
の
国
の
た
た
ず
ま
い
も
、
日
本
の
生
態
や
環
境
に
応
じ
た

も
の
に
変
え
る
こ
と
が
課
題
だ
。
そ
れ
は
「
東
京
的
」
な
も
の
で

は
な
い
。
各
地
に
「
ミ
ニ
東
京
」
が
で
き
、
金
太
郎
飴
の
よ
う
な

景
観
に
な
っ
た
が
、
生
態
・
環
境
は
各
地
で
異
な
る
。
各
地
域
の

生
態
・
環
境
に
応
じ
た
た
た
ず
ま
い
を
実
現
し
て
い
く
の
が
課
題

だ
。
地
域
に
応
じ
た
イ
ン
フ
ラ
整
備
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
創
造

を
軸
に
し
た
国
づ
く
り
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
出
し
、
そ
れ
を
実
現
す
る

動
き
に
期
待
を
持
っ
て
い
る
。

寺
島　

川
勝
さ
ん
と
僕
の
接
点
は
、
ま
さ
に
こ
の
話
。

か
つ
て
二
人
で
首
都
機
能
移
転
に
つ
い
て
国
会
で
証

言
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。

　

東
京
に
過
剰
な
集
積
を
し
て
高
度
成
長
期
を
し
の

い
だ
パ
ラ
ダ
イ
ム
を
変
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
森

に
沈
む
首
都
み
た
い
な
表
現
で
川
勝
さ
ん
が
話
し
て

い
た
の
を
思
い
出
す
が
、
私
も
同
感
で
、
や
は
り
日

本
の
た
た
ず
ま
い
に
ふ
さ
わ
し
い
国
土
軸
の
再
設
計

が
必
要
で
す
。
そ
こ
に
至
ら
な
い
と
、
日
本
の
環
境

と
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
議
論
も
収
束
し
て
い
か
な
い
。
各
地
域
に
根
ざ

し
た
広
域
ブ
ロ
ッ
ク
や
道
州
制
に
つ
い
て
、
地
方
分
権
の
文
脈
だ

け
で
な
く
、
地
域
の
人
が
主
体
的
に
自
ら
の
地
域
へ
の
イ
マ
ジ
ネ

ー
シ
ョ
ン
を
駆
り
立
て
て
、
立
ち
向
か
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け

な
い
ん
で
す
。

　

例
え
ば
、
バ
イ
オ
マ
ス
エ
タ
ノ
ー
ル
を
北
海
道
の
活
性
化
に
生

か
す
。
今
、
バ
イ
オ
マ
ス
エ
タ
ノ
ー
ル
は
評
判
が
悪
く
、
人
間
が

食
べ
ら
れ
る
も
の
か
ら
燃
料
を
抽
出
す
る
の
は
、
食
糧
問
題
と
バ

ッ
テ
ィ
ン
グ
し
て
、
ま
ず
い
と
い
う
議
論
が
あ
る
。
こ
れ
は
重
要

な
論
点
だ
け
ど
、
本
来
、
バ
イ
オ
マ
ス
エ
タ
ノ
ー
ル
は
、
環
境
と

エ
ネ
ル
ギ
ー
と
食
糧
と
い
う
三
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
の
ど
真
ん
中
に

あ
る
も
の
。
北
海
道
を
は
じ
め
日
本
で
は
、
休
耕
地
に
莫
大
な
助

成
金
を
出
し
て
支
え
る
構
図
に
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
休
耕
地
で

何
か
を
つ
く
っ
て
エ
タ
ノ
ー
ル
を
抽
出
し
、
ガ
ソ
リ
ン
に
混
ぜ
る
。

そ
れ
は
環
境
に
優
し
い
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
耕
作
型
文
明
へ
の
転
換

と
、
農
業
基
盤
の
支
援
を
同
時
に
実
現
す
る
こ
と
に
な
る
ん
で
す
。

植
田　

地
域
が
主
体
的
に
立
ち
向
か
う
と
い
う
の
は
、
確
か
に
望

ま
し
い
で
す
ね
。

　

私
は
地
球
温
暖
化
防
止
の
成
否
は
、
地
域
が
握
っ
て
い
る
か
も

し
れ
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
理
由
は
三
つ
。
一
つ
は
、
寺
島
さ

ん
が
言
わ
れ
た
、
地
域
か
ら
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
開
発
の
可
能
性
。
デ

ン
マ
ー
ク
な
ど
、
農
民
が
三
人
寄
れ
ば
発
電
所
を
つ
く
る
話
を
し

て
い
る
と
か
。
地
域
の
人
が
担
い
手
と
な
れ
る
身
近
な
エ
ネ
ル
ギ

ー
戦
略
が
描
け
る
。

　

二
つ
め
が
温
暖
化
防
止
の
ま
ち
づ
く
り
。
温
室
効
果
ガ
ス
の
排

出
は
、
交
通
・
運
輸
分
野
と
民
生
分
野
で
の
増
加
が
著
し
く
、
自

バ
イ
オ
マ
ス
エ
タ
ノ
ー
ル

サ
ト
ウ
キ
ビ
や
ト
ウ
モ
ロ
コ

シ
、
大
麦
な
ど
の
バ
イ
オ
マ

ス
（
生
物
資
源
）
を
発
酵
さ

せ
、
蒸
留
し
て
生
産
さ
れ
る

エ
タ
ノ
ー
ル
。
ガ
ソ
リ
ン
の

代
替
燃
料
と
し
て
注
目
さ
れ

て
い
る
が
、
食
糧
と
の
競
合

と
い
っ
た
問
題
も
指
摘
さ
れ

て
お
り
、
草
や
稲
藁
な
ど
人

間
が
食
べ
な
い
セ
ル
ロ
ー
ス

系
か
ら
の
エ
タ
ノ
ー
ル
生
産

の
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

公
害
防
止
協
定

地
方
公
共
団
体
と
企
業
の
間

で
交
わ
す
公
害
防
止
に
関
す

る
約
束
。
工
場
等
の
新
規

立
地
、
施
設
増
設
な
ど
を

機
に
結
ば
れ
る
も
の
が
多
く
、

一
九
六
四
年
に
横
浜
市
が
最

初
に
実
施
、
全
国
に
広
が
る
。

法
律
や
条
例
に
よ
る
一
律
的

な
規
制
に
比
べ
、
対
象
項
目
、

適
用
技
術
な
ど
を
地
域
の
実

情
に
あ
わ
せ
た
形
で
盛
り
込

ん
で
お
り
、
個
別
的
・
独
自

の
政
策
と
し
て
成
果
を
上
げ

て
い
る
。

動
車
や
住
宅
、
オ
フ
ィ
ス
な
ど
、
個
々
の
装
置
を
一
段
と
省
エ
ネ

型
に
転
換
す
る
こ
と
に
加
え
、
ま
ち
自
体
を
温
暖
化
防
止
仕
様
に

し
て
い
く
。
公
共
交
通
機
関
や
自
転
車
道
を
整
備
し
て
、
中
心
街

へ
の
車
の
乗
り
入
れ
を
制
限
す
る
と
か
、
そ
こ
で
暮
ら
す
こ
と
自

体
、
脱
・
温
暖
化
に
つ
な
が
る
し
く
み
を
つ
く
る
。
京
都
も
昔
は

市
電
が
あ
り
、
そ
れ
は
京
都
市
の
水
力
発
電
所
で
つ
く
っ
た
電
気

で
走
っ
て
い
た
。
地
域
の
中
で
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
交
通
が
結
び
つ

い
て
い
た
。
も
ち
ろ
ん
時
代
が
違
う
に
し
て
も
、
も
っ
と
人
間
が

歩
き
や
す
い
、
歩
く
の
が
楽
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
行
え
ば
い
い
。

　

三
つ
め
が
、
公
害
防
止
協
定
な
ど
自
治
体
環
境
政
策
で
蓄
積
し

て
き
た
経
験
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
、
温
暖
化
防
止
に
活
用
で
き
る
こ
と
。

　

温
暖
化
対
策
は
、
一
人
ひ
と
り
に
小
さ
な
削
減
努
力
が
義
務
づ

け
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
、
受
身
ス
タ
イ
ル
の
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
イ
メ

ー
ジ
が
つ
き
ま
と
う
が
、
も
っ
と
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
、
楽
し
く
削
減

す
る
と
い
う
か
、
取
り
組
む
こ
と
が
楽
し
く
な
る
よ
う
な
し
く
み

を
組
み
込
む
。
環
境
と
経
済
は
決
し
て
ト
レ
ー
ド
オ
フ
の
関
係
に

あ
る
の
で
は
な
く
、
両
立
で
き
る
。
と
い
う
よ
り
も
、
環
境
と
経

済
を
統
合
し
て
取
り
組
む
べ
き
な
の
で
す
。
そ
れ
を
私
は
温
暖
化

防
止
の
「
環
境
経
済
戦
略
」
と
し
て
主
張
し
て
い
ま
す
が
、
地
域

が
そ
れ
に
戦
略
的
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
地
域
バ
リ
ュ
ー
が
上
が

り
、
世
界
中
か
ら
多
く
の
人
を
集
め
、
住
民
が
誇
り
を
持
て
る
。

そ
れ
を
各
地
で
や
っ
て
い
く
こ
と
が
大
事
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

 

植
田　

新
し
い
シ
ス
テ
ム
や
モ
デ
ル
の
話
を
し
て
き
ま
し
た
が
、

も
う
一
つ
社
会
ビ
ジ
ョ
ン
と
い
う
点
で
は
、
そ
れ
を
ア
ジ
ア
や
世

界
と
の
関
係
で
ど
う
考
え
る
か
と
い
う
問
題
が
あ
り
ま
す
。

環境と経済を両立させる
「環境経済戦略」を地域から
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時
間
軸
で
考
え
た
と
き
、も
ち
ろ
ん
「
美
し
い
星
」

の
話
も
あ
る
し
、「
サ
ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
＝
持
続

可
能
な
発
展
」
の
話
も
あ
る
。
八
七
年
に
ブ
ル
ン
ト

ラ
ン
ト
委
員
会
の
報
告
書
で
提
起
さ
れ
た
概
念
で

「
将
来
世
代
が
自
ら
の
ニ
ー
ズ
を
充
足
す
る
能
力
を

損
な
う
こ
と
な
く
、
今
日
の
世
代
の
ニ
ー
ズ
を
満
た

す
こ
と
」
と
し
て
時
間
軸
上
の
公
平
性
に
言
及
し
た

が
、
私
は
同
時
に
、
発
展
段
階
の
異
な
る
南
北
間
の

公
平
性
に
つ
い
て
も
語
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
で

す
か
ら
日
本
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
考
え
る
と
き
、
国
内
で

ど
う
い
う
モ
デ
ル
を
つ
く
っ
て
い
く
か
と
い
う
話
と
、

ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
な
ど
諸
外
国
と
の
関
係
で
日
本
が
ど
う
い
う

立
ち
位
置
で
、
ど
の
よ
う
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
出
す
か
、
を
考
え
な

い
と
い
け
な
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
ど
う
で
す
か
。

川
勝　

ま
ず
外
か
ら
来
た
人
に
、
美
し
い
環
境
の
日
本
の
た
た
ず

ま
い
を
印
象
づ
け
る
こ
と
が
大
事
で
す
ね
。

　

先
ほ
ど
の
「
森
に
沈
む
ま
ち
」
に
つ
い
て
少
し
具
体
的
に
言
え

ば
、
各
国
の
首
都
の
象
徴
的
な
建
物
で
あ
る
国
会
議
事
堂
を
、
日

本
は
「
森
の
議
事
堂
」
と
し
て
つ
く
る
。
北
海
道
の
エ
ゾ
マ
ツ
か

ら
沖
縄
の
リ
ュ
ウ
キ
ュ
ウ
マ
ツ
ま
で
、
そ
れ
ぞ
れ
県
木
を
百
本
ず

つ
出
し
て
も
ら
い
、
合
計
五
千
本
近
く
の
柱
を
並
べ
る
…
…
。

寺
島　

明
治
神
宮
を
建
て
る
時
、
確
か
全
国
か
ら
木
を
集
め
た
の

で
は
？

川
勝　

あ
の
時
は
各
地
が
木
を
寄
贈
し
、
集
ま
っ
た
木
を
ど
う
植

え
る
か
は
計
画
的
に
行
っ
た
が
、
今
度
は
、
各
県
の
自
然
を
代
表

す
る
木
を
持
ち
寄
っ
て
も
ら
う
よ
う
に
計
画
的
に
や
る
。
日
本
は
、

北
は
流
氷
の
亜
寒
帯
、
南
は
珊
瑚
礁
の
亜
熱
帯
ま
で
あ
り
、
植

物
・
生
態
系
の
博
物
館
だ
。
こ
の
多
様
な
植
生
の
代
表
選
手
が
議

事
堂
に
集
い
、
五
千
本
の
柱
と
し
て
並
ぶ
。
そ
こ
に
日
本
の
国
を

運
営
す
る
人
々
が
出
入
り
す
る
。「
集
ま
り
散
じ
て
人
は
変
わ
れ

ど
、
仰
ぐ
は
同
じ
日
本
の
自
然
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

亜
熱
帯
か
ら
亜
寒
帯
ま
で
広
が
る
日
本
列
島
は
、
地
球
生
態
系

の
ミ
ニ
チ
ュ
ア
に
見
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
。
砂
漠
、
つ
ま
り
極

端
に
水
が
欠
乏
し
て
い
る
地
域
は
な
い
。
ま
さ
に
「
水
の
惑
星
」

の
地
球
生
態
系
の
ミ
ニ
チ
ュ
ア
な
の
だ
。「
見
立
て
」
は
日
本
の

文
化
で
あ
る
。
日
本
の
見
立
て
の
文
化
を
活
用
し
、
世
界
の
人
々
、

特
に
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
の
人
々
に
生
態
系
の
活
用
方
法
の
見
本

を
見
せ
る
。「
森
の
議
事
堂
」
は
そ
の
象
徴
に
な
る
。

　

さ
ら
に
、各
地
の
地
域
政
府
も
、地
域
の
植
生
を
象
徴
す
る
「
森

の
議
事
堂
群
」
を
つ
く
る
の
が
い
い
。
そ
う
す
れ
ば
、
熱
帯
の
人

は
九
州
や
沖
縄
を
見
に
行
き
、
寒
い
地
域
の
人
は
北
海
道
や
東
北
、

雪
国
を
見
に
行
け
ば
い
い
。
狭
い
日
本
だ
が
、
そ
れ
ぞ
れ
が
地
球

各
地
の
モ
デ
ル
に
な
り
、
発
展
途
上
国
か
ら
来
た
人
は
、
自
分
た

ち
の
生
態
系
に
応
じ
た
た
た
ず
ま
い
を
つ
く
る
ヒ
ン
ト
を
得
ら
れ

る
だ
ろ
う
。
日
本
各
地
が
世
界
各
地
の
モ
デ
ル
に
な
る
つ
も
り
で

国
の
た
た
ず
ま
い
を
変
え
る
の
で
あ
る
。
環
境
を
軸
に
し
た
地
域

づ
く
り
、
森
の
議
事
堂
、
日
本
ら
し
い
自
然
と
調
和
し
た
た
た
ず

ま
い
か
ら
な
る
国
土
景
観
を
つ
く
れ
ば
、
諸
外
国
が
学
び
に
来
る
。

脱
・
温
暖
化
社
会
実
現
へ
の
課
題
は
何
か

植
田　

そ
れ
で
は
今
後
の
課
題
に
話
を
進
め
ま
す
が
、
望
ま
し
い

将
来
像
は
描
け
て
も
、
そ
の
実
現
に
は
克
服
す
べ
き

課
題
も
多
い
。

　

地
球
科
学
の
専
門
家
は
地
球
の
こ
と
を
「
縫
い
目

の
な
い
織
物
」
と
表
現
し
ま
す
。
あ
る
種
、
生
態
系

的
な
一
体
性
を
念
頭
に
置
い
た
言
葉
で
す
が
、
地
球

環
境
問
題
で
は
、「
地
球
は
一
つ
だ
が
世
界
は
一
つ

で
な
い
」
と
よ
く
言
わ
れ
る
。
国
境
を
つ
く
っ
て
、

国
益
中
心
の
議
論
に
な
る
の
で
、
地
球
の
一
体
性
が

あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
む
し
ろ
紛
争
に
な
る
側
面

が
あ
る
。こ
の
ま
ま
で
は
、な
か
な
か
解
決
は
難
し
い
と
思
い
ま
す
。

寺
島　

地
球
環
境
問
題
克
服
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
仕
方
と
し
て
、

本
来
ボ
ー
ダ
レ
ス
な
環
境
問
題
を
国
家
間
の
枠
組
み
や
綱
引
き
を

超
え
て
解
決
し
て
行
く
た
め
に
、
僕
は
全
く
違
う
次
元
と
し
て
、

「
地
球
環
境
税
」、
つ
ま
り
国
際
連
帯
税
を
か
な
り
本
気
で
主
張
し

て
い
ま
す
。

　

今
、
世
界
の
異
様
な
ま
で
の
経
済
成
長
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
の

拡
大
を
も
た
ら
し
て
い
る
一
つ
の
要
因
と
し
て
、
国
境
を
超
え
た

マ
ネ
ー
ゲ
ー
ム
の
肥
大
化
が
あ
る
。
原
油
高
騰
も
、
需
給
関
係
の

理
由
で
は
な
く
金
融
投
機
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
て
い
る
。
だ
か
ら

ヘ
ッ
ジ
フ
ァ
ン
ド
や
Ｍ
＆
Ａ
な
ど
国
境
を
超
え
て
ゲ
ー
ム
化
す
る

金
の
移
動
（
為
替
の
取
引
）
に
対
し
、
国
際
機
関
等
が
地
球
環
境

を
保
全
す
る
視
点
か
ら
、
共
通
財
源
を
確
保
し
て
い
く
し
く
み
と

し
て
、
薄
く
広
く
税
金
を
か
け
て
い
く
。
一
種
の
ト
ー
ビ
ン
タ
ッ

ク
ス
的
イ
メ
ー
ジ
で
、
国
連
が
そ
の
し
く
み
を
主
導
し
て
も
い
い
。

地
球
規
模
で
そ
ろ
そ
ろ
そ
う
い
う
制
御
を
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い

の
で
は
な
い
か
。
地
球
環
境
税
的
な
も
の
を
し
っ
か
り
構
想
し
、

ブ
ル
ン
ト
ラ
ン
ト
委
員
会

「
環
境
と
開
発
に
関
す
る
世

界
委
員
会
」（
委
員
長
＝
後

の
ノ
ル
ウ
ェ
ー
首
相
・
ブ
ル

ン
ト
ラ
ン
ト
女
史
）
の
こ
と
。

一
九
八
四
年
〜
八
七
年
、
国

連
に
設
置
さ
れ
、
報
告
書

"O
ur C

om
m
on F

uture"

で
、「
持
続
可
能
な
発
展
」

の
概
念
を
打
ち
出
し
た
。

ト
ー
ビ
ン
タ
ッ
ク
ス

す
べ
て
の
国
際
金
融
取
引
に
、

薄
く
課
税
す
る
税
制
。
実
需

を
伴
わ
な
い
金
融
取
引
が
増

加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ヘ

ッ
ジ
フ
ァ
ン
ド
な
ど
に
よ
る

投
機
的
な
資
金
の
流
れ
を
抑

制
す
る
効
果
が
あ
る
と
期
待

さ
れ
て
い
る
。
し
か
も
何
ら

か
の
国
際
機
関
が
主
導
す
る

こ
と
で
、
た
と
え
税
率
が
低

く
て
も
多
大
な
税
収
が
見
込

め
、
途
上
国
支
援
等
に
使
え

る
こ
と
も
メ
リ
ッ
ト
。
米
国

の
経
済
学
者
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・

ト
ー
ビ
ン
博
士
が
提
唱
。

植田　 和弘　　 うえた　かずひろ
京都大学大学院経済学研究科教授；
同地球環境学堂教授（環境経済学）
1952年香川県生まれ。京都大学工学部
卒、大阪大学大学院工学研究科博士
課程修了。経済学博士・工学博士。京
都大学助教授を経て、94年教授。この
間、85〜86年ロンドン大学、未来資源研
究所留学。著書「環境経済学」「環境
経済学への招待」「環境と経済を考える」
「持続可能な地域社会のデザイン」な
ど。中央環境審議会臨時委員、産業構
造審議会環境部会委員など歴任。
http://www.econ.kyoto-u.ac.jp/
~ueta/
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日本各地が「モデル」になる
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実
現
し
て
い
く
べ
き
局
面
が
近
づ
い
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

　

そ
れ
に
つ
い
て
、
日
本
こ
そ
ア
ジ
ア
の
国
々
と
向
き
あ
い
な
が

ら
、
こ
う
い
う
手
法
の
意
義
を
真
っ
先
に
語
り
、
理
念
的
な
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
と
っ
て
い
く
べ
き
だ
、
と
い
う
こ
と
を
言
い
た
い
。

植
田　

な
る
ほ
ど
。
グ
ロ
ー
バ
ル
な
金
の
動
き
を
制

御
す
る
た
め
に
、
ア
ジ
ア
に
お
い
て
日
本
の
理
念
的

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
求
め
ら
れ
る
と
い
う
話
で
す
が
、

も
う
一
つ
、
ア
ジ
ア
と
の
関
係
で
考
え
た
と
き
「
技

術
」
と
い
う
こ
と
で
も
日
本
の
役
割
は
大
き
い
。

　

た
だ
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
そ
の
地
そ
の
地
に
適

し
た
技
術
が
あ
る
よ
う
に
思
う
ん
で
す
。

　

日
本
は
公
害
を
克
服
す
る
過
程
や
石
油
危
機
に
対

処
す
る
過
程
で
、
環
境
技
術
や
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
技
術

を
開
発
・
蓄
積
し
、
環
境
技
術
の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー

と
し
て
走
っ
て
き
た
。
だ
か
ら
、
日
本
の
温
暖
化
防
止
技
術
は
す

ご
く
進
ん
で
い
る
の
で
、
ど
ん
ど
ん
「
技
術
移
転
」
す
れ
ば
い
い

と
考
え
が
ち
で
す
が
、
実
際
は
生
態
系
が
違
え
ば
生
活
ス
タ
イ
ル

も
違
っ
て
く
る
。
も
う
少
し
現
実
的
な
話
を
す
る
と
、
今
の
途

上
国
に
日
本
の
技
術
は
値
段
が
高
過
ぎ
て
、
い
い
の
は
わ
か
る
が
、

入
れ
ら
れ
な
い
。
例
え
ば
中
国
で
は
大
気
汚
染
を
緩
和
す
る
た
め
、

脱
硫
装
置
を
設
置
し
た
い
。
日
本
製
が
優
れ
て
い
る
こ
と
は
わ
か

っ
て
い
て
も
値
段
が
あ
わ
ず
、
あ
ま
り
普
及
し
て
い
な
い
。

　

そ
こ
で
、
私
が
主
張
す
る
の
が
「
適
地
技
術
」。
地
域
の
実
情

に
あ
わ
せ
た
技
術
開
発
が
必
要
で
あ
り
、
そ
れ
が
で
き
る
人
材
を

地
域
で
育
て
る
意
味
で
も
、
共
同
開
発
の
よ
う
な
発
想
が
必
要
で

は
な
い
か
。
地
域
に
適
し
た
技
術
開
発
を
一
緒
に
行
う
と
い
う
取

り
組
み
方
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

川
勝　

技
術
移
転
だ
け
で
な
く
人
を
育
て
る
こ
と
が
大
事
で
、
ア

ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
に
持
続
可
能
な
社
会
を
つ
く
る
た
め
提
唱
し

た
い
の
が
、
生
活
環
境
や
自
然
環
境
を
良
く
す
る
実
践
学
と
し

て
の
「
環
境
経
営
学
修
士
」
の
創
設
で
す
。
青
年
海
外
協
力
隊

な
ど
現
地
に
出
向
い
て
活
動
し
て
い
る
人
に
対
し
て
は
も
ち
ろ

ん
、
現
地
の
人
々
を
日
本
に
招
き
、
技
術
を
学
ん
で
も
ら
う
な

か
で
、
Ｍ
Ｂ
Ａ
で
な
く
、
Ｍ
Ｅ
Ａ
（M

aster of E
nvironm

ent 

A
dm
inistration

）
を
授
与
す
る
し
く
み
を
つ
く
る
。
ま
た
そ
う

い
う
視
点
で
人
材
育
成
を
行
う
拠
点
が
全
国
に
で
き
れ
ば
い
い
の

で
す
が
。

寺
島　

そ
の
点
で
、
冒
頭
、
植
田
さ
ん
が
言
わ

れ
た
「
関
西
か
ら
の
発
信
」
と
い
う
こ
と
に
も

関
係
し
ま
す
が
、
実
は
大
阪
・
梅
田
北
ヤ
ー
ド

に
「
ア
ジ
ア
太
平
洋
研
究
所
」
を
つ
く
る
構
想

が
実
行
計
画
の
段
階
に
入
り
、
四
月
に
推
進
協

議
会
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　

こ
れ
は
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
の
若
い
研
究
者

の
参
加
を
募
り
、
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
金
融

連
携
、
食
糧
、
農
業
連
携
な
ど
の
テ
ー
マ
で
共
同
研
究
を
行
い
、

例
え
ば
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
お
け
る
優
先
度
の
高
い
連
携
方
策

な
ど
を
探
っ
て
、
技
術
移
転
を
含
め
て
行
動
を
起
こ
す
た
め
の
基

盤
に
す
る
。

　

パ
リ
の
ア
ラ
ブ
世
界
研
究
所
は
一
九
七
三
年
の
石
油
危
機
の
翌

大
阪
・
梅
田
北
ヤ
ー
ド

Ｊ
Ｒ
大
阪
駅
の
北
に
あ
る
、

梅
田
貨
物
駅
を
中
心
と
す
る

地
域
。「
大
阪
最
後
の
一
等

地
」
と
言
わ
れ
、「
ナ
レ
ッ

ジ
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
ゾ
ー
ン
」

な
ど
再
開
発
が
始
ま
っ
て
い

る
。
二
〇
一
一
年
ま
ち
び
ら

き
予
定
。

年
に
フ
ラ
ン
ス
が
構
想
を
発
表
し
、資
金
を
六
割
負
担
し
て
、ア
ラ

ブ
二
十
二
カ
国
に
根
回
し
し
、中
東
や
ア
ラ
ブ
、石
油
に
関
す
る

情
報
の
集
積
点
を
二
十
年
か
け
て
つ
く
っ
た
。
そ
の
努
力
の
結
果
、

我
々
は
中
東
情
報
を
得
よ
う
と
す
れ
ば
、パ
リ
に
年
に
数
回
は
行

か
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
情
報
の
磁
場
を
つ
く
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

今
回
の
ア
ジ
ア
太
平
洋
研
究
所
を
、
パ
リ
の
ア
ラ
ブ
世
界
研
究

所
の
よ
う
な
存
在
に
し
た
い
。
こ
れ
は
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
お

け
る
ア
ジ
ア
太
平
洋
の
連
携
基
点
と
し
て
の
構
想
で
す
。
な
ぜ
東

京
で
な
い
の
か
と
い
う
質
問
を
よ
く
受
け
る
が
、
関
西
に
こ
そ
、

日
本
の
も
う
一
つ
の
情
報
基
点
を
設
け
な
い
と
、
国
土
全
体
を
に

ら
ん
だ
広
域
ブ
ロ
ッ
ク
の
成
功
は
お
ぼ
つ
か
な
い
。

植
田　

環
境
問
題
に
対
処
す
る
た
め
の
協
力
体
制
を
構
築
す
る
に

は
、
国
を
超
え
た
問
題
意
識
の
共
有
化
は
不
可
欠
で
す
ね
。
と
り

わ
け
経
済
の
発
展
段
階
が
異
な
る
国
々
が
共
通
認
識
を
得
る
に
は
、

そ
の
た
め
の
知
的
共
通
基
盤
が
必
要
で
、
こ
う
し
た
研
究
組
織
の

意
義
は
大
き
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。

植
田　

川
勝
さ
ん
は
、
関
西
か
ら
の
発
信
を
ど

う
考
え
ま
す
か
。

川
勝　

関
西
の
持
ち
味
は
、
や
は
り
文
化
芸
術

だ
。
奈
良
、
京
都
、
大
阪
、
近
江
な
ど
、
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
が
長
い
歴
史
と
素
晴
ら
し
い
伝

統
を
持
っ
て
い
る
。
文
化
芸
術
こ
そ
が
関
西
の

誇
り
だ
と
思
い
ま
す
。

　

文
化
芸
術
と
科
学
技
術
は
二
項
対
立
の
図

式
で
言
わ
れ
が
ち
だ
が
、
本
来
、
両
者
は
一
体
。

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
も
初
期
の
も
の
に
比
べ
る
と
機
能
美

が
一
段
と
磨
か
れ
て
き
た
。
技
術
を
極
め
る
と
「
美
」

に
至
る
。
技
術
は
人
間
の
生
活
を
良
く
す
る
も
の
と

し
て
、
生
活
の
芸
術
化
と
い
う
か
、
生
活
自
体
を
美

し
く
し
て
い
く
。
用
と
美
が
一
体
な
の
だ
。
そ
う
い

う
モ
デ
ル
を
ぜ
ひ
関
西
は
提
供
し
て
ほ
し
い
。
科
学

技
術
は
、
自
然
観
に
支
え
ら
れ
て
お
り
、
日
本
の
自

然
観
は
、
地
球
的
自
然
に
聖
な
る
も
の
、
精
神
性
と

美
を
認
め
る
心
を
培
っ
て
き
た
。
そ
れ
が
最
も
息
づ

い
て
い
る
の
が
関
西
だ
。
関
西
に
は
科
学
技
術
を
文

化
芸
術
に
変
え
る
「
場
の
力
」
が
あ
る
。

　

地
球
環
境
を
ど
う
す
る
か
に
つ
い
て
、
関
西
の
学

研
都
市
は
三
府
県
に
ま
た
が
っ
て
い
る
が
、
そ
こ
を

拠
点
に
府
県
の
壁
を
取
り
払
い
、
関
西
の
産
学
官
一

体
の
取
り
組
み
を
本
気
で
起
こ
せ
ば
、「
ポ
ス
ト
東
京
」
の
時
代

を
先
取
り
し
、
地
域
再
生
の
拠
点
に
な
り
得
る
と
思
い
ま
す
。

植
田　

今
回
の
議
論
を
通
じ
て
、
私
が
強
く
思
っ
た
の
は
、
脱
・

温
暖
化
の
議
論
は
、
新
し
い
シ
ス
テ
ム
の
構
想
も
含
め
、「
ポ
ス

ト
東
京
」
で
進
め
な
い
と
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
。
こ
れ
ま
で
関

西
は
何
か
と
東
京
と
の
関
係
で
言
わ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
と
り
わ

け
高
度
成
長
期
以
降
は
東
京
の
後
塵
を
拝
し
て
き
た
よ
う
に
思
う
。

し
か
し
、
今
や
「
ポ
ス
ト
東
京
」
時
代
を
に
ら
む
時
に
来
て
い
る
。

地
球
温
暖
化
防
止
の
環
境
経
済
戦
略
を
、
東
京
で
は
な
く
、
関
西

か
ら
発
信
・
実
行
し
て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

「適地技術」
地域の実情にあった協力を

アジア太平洋研究所
関西に世界の情報の
磁場をつくる

自然への精神性を
持つ関西が
「ポスト東京」時代を拓く

編
集
／
田
窪
由
美
子
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